
 

 

 

１． 変更内容 

ログオン中でも、「古い電文の保管」がされている電文を「古い電文の送受信電文一覧表示」することを

可能とする。 

詳細は、別紙参照。 

 

現行パッケージソフトでは、ログオン中の即時電文取出等と「古い電文の送受信電文一覧表示」との間で

送受信電文一覧の更新が競合するのを避けるため 、「古い電文の送受信電文一覧表示」の前提条件を”ロ

グオフ状態”としている。 

当改変で、「古い電文の送受信電文一覧表示」を処理する際には送受信電文一覧の更新をロック（排他制

御）するように、パッケージソフトを変更する。 

 

 

２． 特記事項 

全パッケージソフトの利用者様において、バージョンアップが必要となります。 

 

要
件
事
項 

＜Air-NACCS/Sea-NACCS 共通＞ 
パッケージソフト「ログオン中での電文移動可能化」 

機
能
概
要 

＜変更前仕様＞ 

古い電文の移動について、ログオフをしなければ電文を戻すことができない。 

＜変更後仕様＞ 

ログオン中でも、古い電文移動ができるようにする。 



別紙
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 図 7-33 古い電文保管の中断確認メッセージ 

 

 表 7-25 古い電文保管の中断確認メッセージボタン一覧 

項番 ボタン名 説明 

1  はい 古い電文の保管（バックアップ）処理を中断する。 
2  いいえ 古い電文の保管（バックアップ）処理を継続する。 

 

7.13.9 古い電文（保存期限切れの電文）の送受信電文一覧表示 

[古い電文一覧]画面にて検索・選択した古い電文（保存期限切れの電文（“PastDataView”フォルダ

内の電文））を、送受信電文一覧に表示する。 

対象の電文データファイルは、以下のフォルダ内の電文となる。 

・ 受信 

・ 送信済み 

 

※古い電文を送受信電文一覧に表示した場合でも、次回パッケージソフト起動時には保存期限切れ

となり送受信電文一覧からは削除される（送受信電文一覧とは別保管となる）。送信済み電文を“デー

タ登録”すれば、“送信対象”フォルダに登録される。 

 

(１) 起動条件 

メインメニュー[オプション｜古い電文の一覧表示]を選択する。 
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(２) 入出力項目 

［古い電文一覧］画面は、メイン画面（送受信電文一覧）とは別ウィンドウに表示する。 

指定された年月の電文データファイルの情報を一覧に出力する（古い電文全ては出力しない）。 

 

 

 図 7-34 ［古い電文一覧］画面のイメージ 

 

 表 7-26 入力項目表 

項

番 
項目名 

必

須 
入力形式 

入力チェック

チェック 

条件 

1 対象年 M 送受信電文一覧に表示したい古い電文の送受

信年を指定する。 

プルダウンメニューは、古い電文データファイ

ルの退避フォルダ名に存在する年とする。 

4 桁の半角数

字 で あ る こ

と 

2 対象月 M 送受信電文一覧に表示したい古い 

プルダウンメニューは、古い電文データファイ

ルの退避フォルダ名に存在する月とする。 

2 桁の半角数

字 で あ る こ

と 

3 抽出ボタン C ［対象年］＋［対象月］で指定された年月の退

避フォルダ内の電文データファイルの情報を

［古い電文一覧］に表示する。 

 

4 検索文字列 C 電文を検索する文字列を入力する。  

5 検索区分 C 検索対象の区分（一覧の項目）を指定する。  

6 検索ボタン C 指定した検索文字列で［古い電文一覧］上の電

文を検索する。 

 

7 選択チェックボ

ックス 

C 送受信電文一覧に表示したい古い電文を指定

する。 

 

8 送受信電文一覧

に表示ボタン 

C 選択した古い電文を送受信電文一覧に表示す

る。 
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